
自然科学のとびら 第8巻第 l号 2002年 3月 15日発行

恐竜手づくりプロジェクト 田口公則・ 大島光春(学芸員)

平成 14年2月16日から 3月17日ま

で企画展「みんなの手づくり恐竜展」を

開催しました。恐竜手づくりプロジェ

ク卜 「わくわく恐竜くらべっこ・復元に

挑戦!Jと題してすすめてきた文部科

学省委嘱の「親しむ博物館づくり事業」

の一環として行なわれたものです。

企画展の主役は、小中高の学校のク

ラスやクラブ活動、地域のクラブ、家

族などのグループにより製作された

恐竜作品です。予想以上に多様な作品

が集まりにぎやかな手作り恐竜展示

室となりました。でも、この手作り恐

竜プロジェク卜は、ただ単に作品を募

集して展示室に並べたイベントでは

ありません。昨年の秋の募集以降、博

物館を軸としながらプロジェクトに

エントリーした地域のグルー プがさ

まざまなかかわりを持ちながら手づ

くりした企画展なのです。

まず、 10月と 12月には恐竜復元を

テーマとした講演会を開催しました。

本誌前号にある犬塚氏の 「恐竜復元」、

今号の小田氏の 「恐竜が描かれるま

で」はそのときの講演会に準じた寄稿

です。みなさんに恐竜を製作していた

だく前に、恐竜の科学的な復元の一端

を知ってもらうのが自然史|尊物館と

してのねらいでした。講演会に参加し

た中学校の科学部は、古生物学者が描

いた恐竜骨格図から肉付けを行ない、

とてもバランスのよい恐竜作品を制

作しました。骨にはどのように肉付け

されるのだろうと、動物のはく製の観

察をすすめるといった態度は、博物館

にと ってはうれしい展示利用の一つ

でした。

恐竜づくりをテーマに地域にちら

ばっている参加者グループをつない

だのはインターネ ットの活用です。「掲

示板」とよばれる機能が、博物館の学芸

員を中lliとしてグループをつないでくれ

ました。10月には最初の参加者があり

ましたから、長い人で 5カ月間も「掲示

板」をとおして恐竜手づくりプロジェ

ク卜に関わったことになります。まさ

に企画展づくりをみなさんと共有す

る面白い活動に発展しました。
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作されたジオラマ.タイムトラ

ベラー(左下)も登場.

フィルムケースを用いてたま

ごの殻構造まで復元。たま

ごに入って楽しめ大人気

参加した皆さんには、みんなで協力

して作品を作るごと、恐竜について調

べること，恐竜の復元を考えること、

工作の方法を工夫すること、 他のチー

ムとアイデアを交換すること、イン

ターネットを使ってみることなど、い

ろいろな楽しい経験をしていただけ

たことと思います。

作品はいずれ、消えでなくなるで

しょうが、プロジェクトでの経!験がど

こかで生かされるかもしれないとした

ら、今回の企画は大成功だと思います。
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